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　脳卒中や心臓病な

どの循環器病は、が

んに次いで日本人の

死亡原因の第2位を

占めています。また、

循環器病は後遺症が

残ることや、様々な

合併症を抱えている

ことが多く、医師や

看護師、医療ソーシャ

ルワーカー、リハビリテーションスタッフな

ど、多職種による継続的な治療、情報提供お

よび相談支援が求められます。

　本邦では「脳卒中・循環器病対策基本法」に

基づき、脳卒中や心臓病患者への支援体制の

整備が進められており、厚生労働省は、「脳

卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」

を推進しています。本事業では、専門的な知

識を有し、地域の中心的な役割を担う医療機

関が「脳卒中・心臓病等総合支援センター」と

　当院は毎年12月13日を「安全の日」と定め、

全職員を対象とした医療安全研修会を行って

います。

　これは、平成26年の同日早朝に起きた医療

事故を全職員が振り返ることで、安全意識の

醸成と個人のふ

とした注意、確

認のモレから医

療事故へ至って

しまう安全管理

体制の不足を認

識するためです。

して指定され、都道府県と連携した包括的な

支援体制の構築を行います。当院は令和6年

度に本モデル事業に採択され、これを受けて

「脳卒中・心臓病等総合支援センター」を開設

しました。当センターでは、医師、看護師、

医療ソーシャルワーカー、リハビリテーショ

ンスタッフ、管理栄養士、薬剤師などが協力

し、循環器病患者やその家族に対する情報提

供および相談支援を行います。これらは、医

療福祉支援センター内の脳卒中相談窓口に心

臓病に関する機能を追加拡充し対応します。

また、山梨県内の行政機関や医療機関との連

携強化を促進し、循環器病患者とその家族へ

の包括的な支援体制の充実を図るとともに、

相談支援、情報提供、市民啓発において山梨

県での中心的な役割を果たしていきます。

　つきましては、院内各部署の皆様のご理解

とご協力を何卒よろしくお願い申し上げま

す。

　本件では、患者さんご遺族への補償や当事

者となった看護師の刑事訴追など、病院長を

始め、顧問弁護士や山梨大学同窓会等多くの

関係者が対応を行いました。患者さんだけで

なく、事故を起こした看護師自身も「第二の

犠牲者（セカンド・ビクティム）」という状況

も生じ、同じような立場・経験のある仲間に

よるサポート（ピアサポート）の必要性が認

識され、ここ数年はピアサポート研修を開催

しています。

　私自身も、こうした教訓を胸に刻み、日々

の業務に生かしていきたいと思っています。

脳卒中・心臓病等総合支援センター開設について

安全の日について

脳卒中・心臓病等総合支援センター長　木内　博之

医療支援課長　根本　栄一
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就任あいさつ
消化器内科長　土屋　淳紀

　令和6年11月より、

消化器内科教授・診療

科長を拝命いたしま

した土屋淳紀と申し

ます。私は静岡県三

島市の北側で生まれ、

横浜で育ち、新潟大

学へ進学、平成11年

に同大学医学部を卒

業しました。その後

も新潟を拠点に臨床・教育・研究を 26年間

行ってまいりました。この度、山梨大学に

ご縁をいただき心より感謝申し上げます。

現在、山梨の医療への貢献のために気持ち

を新たにしているところでございます。

　消化器内科は消化管、肝臓、胆嚢・膵臓

領域と担当する領域が非常に広く、また消

化・吸収・代謝と非常に大きな役割を果たす

臓器を担い、疾患の範囲もがん・炎症・出血・

　令和6年10月14日（月）に当院が幹事病院

として、( 公財 ) 日本医療機能評価機構 認

定病院患者安全推進協議会の協力のもと、

「2024年度患者安全推進地域フォーラム in

山梨」を開催し、県内外から約40名の医療

従事者にご参加いただきました。

　「地域と取り組む医療安全」をテーマに、

地域医療の現状と課題を取り上げた病院経

営管理部長による基調講演をはじめ、初期

救急医療センター長から地域の救急医療の

現状と今後の課題につ

いて、肝疾患センター

長から肝疾患コーディ

ネーター養成、ウイルス

受診勧奨活動や肝疾患

啓発イベントの紹介、医

療の質・安全管理部長か

ら医療の質向上と医療

安全推進への取組み、ま

た、山梨医療安全研究

感染など慢性疾患から急性疾患まで多種に

及びます。近年では、ピロリ菌の除菌や画

期的な C 型肝炎治療の開発、各種がんや炎

症性腸疾患に対する治療への新薬、機器や

治療技術の進歩などにより、診療を行う疾

患も劇的に変化しました。しかし、今なお、

患者数や解決できていない疾患が非常に多

い診療科になります。

　消化器内科を担当させていただくにあた

り、安心かつ大学としての高度医療を含

めた消化器診療を、医師のみならず病院ス

タッフ皆さんと作り上げることができる良

いチームを築いていきたいと思っておりま

す。そして、将来的に県内で、消化器診療

の中心的な役割を果たしていく医師を多く

輩出していきたいと考えております。何卒

ご指導のほどお願い申し上げます。

会会長より地

域の医療安全

に取組む研究

会の活動につ

いてご講演を

いただきまし

た。

　また、午前は病院見学を開催し、参加者

は見学しながら Google Form を使用した

アンケートフォームに感想やアイデアをそ

の場で入力し、フィードバックする試みの

ほか、各所で職員が制作した 3分程度の紹

介ビデオをモニター視聴により案内を行う

などの工夫を取り入れました。

　フォーラム終了後のアンケートでは、

「フォーラムに参加して有意義であった」と

の回答が 100 % となる評価をいただき、地

域と取り組む医療安全について参加者とと

もに考える良い機会となりました。

「2024 年度患者安全推進地域フォーラム in 山梨」開催を終えて
医療の質・安全管理部
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　令和6年12月11日に病院正面玄関でクリ

スマスコンサートを開催しました。このコ

ンサートは、入院されている患者さんに癒

しのひと時をお届けしたい、という想いか

ら毎年開催していたもので、コロナ禍で

は惜しくも中止していましたが、昨年から

再開しました。今年はフェールアンサンブ

ル、本学医学部交響楽団の皆様にお越しい

ただき、入院されている患者さんに向けて、

一足早いクリスマスをお届けしました。ス

ターバックスコーヒーからのコーヒーサー

ブのプレゼントや、迫力ある華麗な生演奏

とヴァンフォーレ甲府のマスコット、ヴァ

ン君が記念撮影等で場を盛り上げ、大盛況

のクリスマスコンサートとなりました。

クリスマスコンサートを開催しました
総務課 総務グループ　伊藤　圭央 

「令和 6 年度医学教育等関係業務功労者」の表彰

放射線技術部 主任診療放射線技師　池長　聰

栄養管理部 調理師（士）　村松　美保

　この度「令和6年度医学教育等

関係業務功労者」を受賞させてい

ただきました。このような賞を

受賞できましたのはご指導いた

だきました諸先輩、先生方をは

じめ、同僚、関係者の皆さまの

ご支援の賜物であると感じてお

ります。心より深く感謝申し上

げます。

　現在「医師のタスクシフト」の

　この度は「令和6年度医学教育

等関係業務功労者」に選出いた

だき、心より感謝申し上げます。

　昭和63年4月より、栄養管理

部において病院給食に従事して

まいりました。今日まで勤めて

こられたのは、ご指導くださっ

た多くの諸先輩方や栄養管理部

の皆様のお力添えのおかげだと

　令和6年11月26日、文部科学省において令和6年度医学教育等関係業務功労者表彰式が行われ、

池長聰放射線技術部主任診療放射線技師と村松美保栄養管理部調理師（士）が表彰されました。

推進によって、診療放射線技

師業務は拡大傾向にあり、同

時に他職種との連携がより必

要かつ重要となっております。

時代の大きな変化に臨み、こ

の賞を糧に医療の質の向上、

後進の教育、育成のために微

力ではありますが貢献できる

ように努力してまいります。

感じております。

　今後も引き続き、これまで

と変わらず患者さんと栄養管

理部、大学病院のために尽力

していく所存ですので、これ

からもご指導のほどよろしく

お願い申し上げます。

＜受賞者コメント＞
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　令和6年度の本学研修医マッチングは、

昨年より 7名少ない 26名、マッチング率

61.9%、新設17大学では滋賀医大に次いで 2

位、42国公立大学では病床数当たりで 11位

でした。山梨県全体では昨年より 13名減の

53名、人口当たりでは 47都道府県中32位と

いう結果でした。COVID-19の 5類移行に伴

う行動制限の緩和により、病院見学を含む学

生の動きが活発となり、昨年より大都市周辺

への回帰が指摘されていましたが、その傾向

が続いていると考えています。

　一方で、首都圏集中の抑止のため進められ

てきたシーリングによりアンマッチ者が増加

し、本学でも他大学出身者を含む 5名が 2次

募集で追加内定となり、現時点での採用内定

者数は 31名です。平成22年以降、市中病院

志向、大学病院離れはさらに進み、大学病院

の割合は昨年より 0.5% 低下して 35.3% とな

りました。しかし、私立・公立大学はこの 10

年ほど 23% 前後を維持し、特に私立大学で

は 15大学が本院でフルマッチしました。ひ

とつの分析として、専門医取得後の 30 ～ 40

歳台、いわゆるミドルキャリアの働き方とし

て、大学・医局の中でのキャリアアップより、

市中病院で独り立ちした専門臨床医の志向傾

向が強くなっていることが挙げられます。ま

た、国立大学病院ではこの 8年間、マッチ者

数の減少傾向が続き、特に新設17大学では

昨年の上位5校は本学を含め 30名以上でした

が、今年は滋賀医大の 29名が最高で、平成

30年には 17大学で総数874名であったマッチ

者数が今年は 575名となり、300名も減少し

ています。

　このように依然として地方国立大学が厳し

い状況にある中で、本学が地域枠を中心に一

定数確保できているのは、山梨県臨床研修病

院等連携協議会を中心に各施設、行政、医師

会等と連携し、オール山梨で若手医師育成を

図ってきた結果と考えています。しかし、ミ

ドルキャリアの受け皿となる市中病院が少な

い本県では、今年度13名減という結果を真

剣に受け止め、対応を考える必要があります。

その一つとして、地域枠以外の県外出身者が

母校に残りたいと思う環境を提供すること、

臨床教育を中心に 6年間の学部教育を通じて

母校への信頼を高めることが必要です。今後

も学部・病院をあげてのご理解、ご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。

令和 6 年度研修医マッチング結果について
　　　　　臨床教育部長　板倉　淳

新設医科大学マッチ者数 大学（国立、私立、公立）、市中病院
マッチ者数割合推移

新設 17 大学と山梨大学のマッチ者数推移

―― 新設 17 大学　―― 山梨大学

R6 年度国立大学別 618 床あたりのマッチ者数

R5 年度 R6 年度
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　令和6年11月30日（土）、医学部附属病院にお

いて防災トリアージ（※1）訓練を実施しました。

　訓練には学内の教職員（当院 DMAT隊（※2）を

含む）および学生約400名が参加し、単一医療

機関の災害訓練としては最大規模となりました。

　今回の訓練は、静岡市付近を震源とする

「マグニチュード 8」の地震に伴い山梨県南

西部を中心に家屋の倒壊、火災および交通

事故等による多数の傷病者が発生し、当院

へ診療要請がされる想定で実施しました。

さらに、昨年度に引き続き、化学物質に

よる汚染を伴う患者が来院することとし、

NBC 対策訓練も同時に行いました。また、

井上感染制御部長のご協力を得て、各ゾー

ンでの感染対策と災害医療との両立を目指

しました。各部署からの被害報告の第一報

を試験的に QR コードを使った Web 入力で

行い、発災から傷病者受け入れ決断までの

情報伝達の迅速化を図るとともに、昨年度、

4年ぶりに実施した本訓練の際に見られた

指揮命令系統の混乱が生じないよう本部機

能を整理しました。

医学部附属病院において防災トリアージ訓練を実施
副防災・災害対策室長　森口　武史

災害対策本部受付

災害対策本部における災害対策会議

患者搬送

緑ゾーン（軽症者対応ゾーン）での診療

　訓練終盤では被災地での食事提供を想定

し、栄養管理部により訓練参加者に検食と

して炊き出しによる食事を提供し、木内病

院長をはじめ多くの参加者から好評を得ま

した。

　訓練後の反省会では、木内病院長および

各ゾーンのリーダーから今後必要な災害対

策マニュアル改定に向けて貴重なご意見を

いただき、現在鋭意改訂作業中です。引き

続き災害対応へのご理解ご協力のほどお願

いいたします。

※1【トリアージ】大規模災害等により多数の負傷者を受け入れる際、

限られた医療資源でできるだけ多くの人を助けるため、重症度によ

り負傷者の搬送や治療の優先順位をつけること。

 

※ 2【DMAT隊】災 害 派 遣 医 療 チ ー ム（Disaster Medical 

Assistance Team）の頭文字をとって略して「DMAT」と呼ばれ、医

師、看護師、業務調整員（医師・看護師以外の医療職及び事務職員）

により構成される。大規模災害や多傷病者が発生した 事故などの

現場に、急性期（おおむね48時間以内）から活動できる機動性を

持った、専門的な訓練を受けた医療チームのこと。

当院 DMAT 隊は、院内各部署から隊員を募集してお

ります。災害医療にご関心のある方は、総務課（内

線 2008）までご連絡ください。
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　令和6年9月19日（木）に関東信越厚生局

および山梨県による「医療法25条の規定に

基づく立入検査」が実施されました。本立

入検査は、病院が法令により適正な管理を

行っているかを検査し、指導等を通じて、

良質で適切な

医療を行う場

にふさわしい

ものとするこ

とを目的とし

ています。

　20名 の 医 療

監 視 員、 検 査

員が来院し、書類検査やヒアリング、現場

確認が行われました。今年度は医師の働き

方改革への対応状況を中心に、医療の安全

管理体制、院内感染対策および医薬品・医

療機器管理体制等、多岐にわたる項目に対

し検査が実施され、病院長はじめ関係各部・

　令和6年12月1日（日）、当院肝疾患セン

ターと山梨県との共催で啓発イベント「や

まなし肝ぞうデー 2024 ～肝ぞうについて

学んでみるじゃん～」をイオンモール甲府

昭和さくら広場にて開催しました。本イベ

ントは今年度で 2年目となり、山梨県にお

ける肝臓病の撲滅を目的に、市民の皆様に

ウイルス性肝炎や脂肪肝疾患についての理

解を深めていただき、受検・受診・受療へつ

なげる取り組みとして実施しました。

　今回は、前回盛況だった肝臓の硬さと脂

肪量を測定するフィブロスキャンを 3台に

増やし、握力

測定、血圧測

定、ストルー

プテスト（認

知機能測定）

と い っ た 各

種 検 査 体 験

に 加 え て 新

診療科の方々

にご対応いた

だきました。

　 講 評 で は、

法令に反する

不適切な事項

は認められな

いとの評価を

受けましたが、一方で、新入職員研修のあ

り方、事故等報告書の提出期限厳守、医師

の働き方改革関連の対象医師への面接の適

正実施、インターバルの確保等について指

導および助言をいただきました。これらの

事項については関係各署で検討の上、速や

かに改善を図ることとしております。

　最後に、受検に際し事前調書の作成・準

備、当日の対応や記録等、多くの方々にご

尽力をいただきましたことを心より感謝申

し上げます。

たに正確な体脂肪率と体成分組成がわかる

「インボディ検査」を行いました。また、家

族で楽しめる企画として、ポスター展示、

クイズ大会、ス

タンプラリー、

ミニゲームコー

ナーに加え、肝

臓に良い効果が

期待できる「肝

炎体操」をリハ

ビ リ テ ー シ ョ

ン部・八木野技師長に考案いただいて、取

り入れました。県内の肝疾患コーディネー

ターにイベント運営のご協力をいただき、

スタッフはオレンジ色のオリジナル T シャ

ツを着用し、会場を盛り上げました。

　当日は、多くの方にご来場いただき、肝

臓の健康に対する関心の高さを実感しまし

た。ご協力いただきました皆様に心より感

謝申し上げます。

令和 6 年度医療法第 25 条に基づく立入検査について

「やまなし肝ぞうデー 2024 ～肝ぞうについて学んでみるじゃん～」を開催しました

　　　　　総務課 研究協力・医療企画グループ　村松　郁子

肝疾患センター長　前川　伸哉

肝炎体操の様子

ポスター展示
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　山梨県で開催される「やまびこの会小児

糖尿病サマーキャンプ」は、高校生までの

１型糖尿病患児を対象として、1986年から

行われています。COVID-19の流行により 3

年間の中断を経て、本年で第36回目を迎え

ることができました。当院からも多くのス

タッフにご協力いただき、無事に成功する

ことができました。ご支援いただきました

方々に、心より御礼申し上げます。

　本年は、北杜市にある難病のこども支援

ネットワーク「あおぞら共和国」において、

8月4日から 7日まで 3泊4日の日程で開催し

ました。30名近くの 1型糖尿病の子どもた

ちが集まり、60名を超えるスタッフがキャ

ンプ運営に携わってくださいました。ス

タッフの手作り企画が満載で、入笠山登山、

積み木企画、エアロビクス、バーベキュー、

キャンドルファイアーなど、多くのアク

ティビティで子どもたちはとても楽しんで

小児糖尿病サマーキャンプ in YAMANASHI
　　　　　小児科　矢ヶ崎　英晃、成澤　宏宗

いました。最終日には「帰りたくないよ」

と泣いて帰る姿が印象的で、本当に良い経

験になると感じました。

　一方で糖尿病キャンプは、日本糖尿病協

会で定められた患者研修会です。医師、看

護師、薬剤師、栄養士による患者看護およ

び療養指導の場であり、医学生、看護学生・、

教育学生、栄養学科生にとっては貴重な早

期臨床経験となっています。子どもたちと

スタッフで血糖測定やインスリン注射、近

年はインスリンポンプなどの医療機器につ

いて学習することができ、将来小児や糖尿

病に関わる医療スタッフの育成につながっ

ています。 

　これからも皆さまのご支援のもと、イン

スリンを使用する子どもたちがのびのびと

生活できる社会になることを祈念しており

ます。引き続きご支援のほど、どうぞよろ

しくお願いいたします。
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医学部キャンパスで打ち上げ花火「第 1 回 梨医群青花火大会」を開催
　　　　　学生有志団体「チーム花火」

　令和6年10月26日（土）、本学医学部キャン

パスにて花火大会を開催しました。この花火

大会は、「小児病棟のこどもたちに花火を！」

をテーマに株式会社マルゴー様のご協力のも

と、学生有志団体「チーム花火」が企画し、

実施しました。当日は天候にも恵まれ、小児

病棟の関係者のご協力により、子どもたちは

会場近くから観賞することができました。ま

た、他の病棟の患者さんや病院関係者など多

くの方々にご観賞いただき、盛大な花火大会

となりました。「感動した」「楽しかった」と

のお声を多くいただき、大変光栄に思ってお

ります。

　本企画は、今年度卒業を迎える本学医学部

医学科6年生の有志が 6年間お世話になった

大学に恩返しをしたいという思いから「チー

ム花火」を立ち上げ、実現に至りました。実

施にあたり小児科医師の矢ヶ崎英晃先生をは

じめ、病棟関係者など多くの方々にご指導、

ご協力いただきました。また、クラウドファ

ンディングを実施したところ、地域や企業の

皆様、大学・病院関係者からも多大なご支援

をいただきました。

　ありがたいことに来年度以降も是非開催し

てほしいというご意見をいただいており、後

輩たちの協力を得ながら継続開催を模索して

いく所存です。引き続きよろしくお願い申し

上げます。

　「第1回梨医群青花火大会」にご支援、ご協

力いただいた全ての皆様に改めて感謝申し上

げます。誠にありがとうございました。

第 1回 梨医群青花火大会
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